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本資料は、投資の参考となる情報提供を目的としたものであり、投資勧誘を
意図したものではありません。また、各種情報の内容につきまして、弊社にて
万全を期しておりますが、弊社はそれらの正確性・安全性について保証する
ものではありません。万一、これらの情報により生じた如何なる損害について
も、弊社は一切の責任を負いませんのでご了承ください。
尚、本資料のご利用並びに投資に関する最終的なご判断は、お客様ご自身
でなされますようお願いいたします。



弊社のホームページにアクセスし、ログイン画面を表示します。

ログイン画面
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口座開設完了通知書に記載しておりますログインID・パスワードを半角でご入
力ください。 （アルファベットについては大文字と小文字の区別があります。）
※ログインパスワードを変更されているお客様は、変更後のパスワードを半角
（8文字以上13文字以内）でご入力ください。

初回ログインの際には、初期パスワードを入力していただいた後、お客様ご自身
によりパスワードを変更していただくことが必須となっております。
また、次回からのアクセス時には、お客様の変更されたパスワードが正しく入力
されているかどうか(大文字・小文字の区別等）をご確認ください。
尚、変更後のパスワードについては、お客様ご自身で慎重に管理を行っていた
だきますようお願いいたします。



「取引」・「照会」・「帳票」・「設定」・「お知らせ」の各タブをクリックするとレート
が表示されている箇所の下部にある画面が切り替わります。

全７通貨ペアの為替レートが表示されます。

①

②

主に注文を出す際に使用する画面です。

注文履歴、建玉一覧（ポジションの一覧）、証拠金状況など取引に関
するデータが確認できます。注文の変更などもこちらを利用します。

取引・・・・・・・

照会・・・・・・・

帳票・・・・・・・ 取引報告書、建玉報告書、証拠金残高通知書、入出金明細書などの
帳票が確認できます。また、印刷も可能です。

設定・・・・・・・登録メールアドレスの変更やパスワードの変更ができます。

お知らせ ・・・取引所や弊社からのお知らせが掲載されます。約定メールやアラート
メール等もこちらから確認が可能です。

初期設定となっていたパスワードの変更以降において、ログインを行われた際に
まず表示される画面です。
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初期画面



前営業日の取引時間終了後に取引所が決めた清算価格が表示されます。前日清算値

前日清算値と直近約定値の差が表示されます。前日比

取引所取引で成立した当日分の取引枚数が表示されます。出来高

取引開始後に成立した最も安い約定値が表示されます。安値

取引開始後に成立した最も高い約定値が表示されます。高値

取引開始後、最初に成立した約定値が表示されます。始値

直近の約定価格が表示されます。直近約定値

現在の買気配価格でマーケットメイカーが提示している数量です。売気配数量

表示されている価格で買注文を出すことができます。売気配

表示されている価格で売注文を出すことができます。買気配

現在の買気配価格でマーケットメイカーが提示している数量です。買気配数量

3

用語解説



各注文方法の説明はP5～P13へ各注文方法の説明はP5～P13へ

取引・注文
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①「取引」タブをクリックします。①「取引」タブをクリックします。

②注文手法を選択します。②注文手法を選択します。

③注文手法を選択すると、画面が切り替わります。
注文内容はこの画面に入力します。

③注文手法を選択すると、画面が切り替わります。
注文内容はこの画面に入力します。



価格を指定せず、発注した時に市場で売買できる価格にて 即時に取引
を成立させる注文手法です。注文の一部または全部が即時に取引でき
ない場合には、残った注文数量は全て取り消されます。

①「商品」（通貨ペア）を選択します。
②「売買」の区分にチェックを入れます。
③「執行条件」は【成行】にチェックを入れます。

④「数量」に取引枚数を入力します。

上記４点を入力後、左下の【確認】ボタンをクリックします。

【確認】ボタンを押すと確認画面に変わります。

注文内容を確認後、問題がなければ【注文】を押してください。
注文が発注されます。

※成行注文の場合、価格及び有効期限は指定できません。

※注文を訂正する場合、確認画面で【戻る】を押してください。

成行注文

成行注文の方法
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・ If Done注文、OCO注文、If Done OCO注文など、単一注文以外の複数
から構成される注文については、成行の選択ができません。
・単一注文については、レートが表示されている画面の各気配値をクリッ
クすることによっても発注することが可能です。

注意事項



①「商品」（通貨ペア）を選択します。

②「売買」の区分にチェックを入れます。
③「執行条件」は【指値】にチェックを入れます。

⑤「数量」に取引枚数を入力します。

上記６点を入力後、左下の【確認】ボタンを押します。

【確認】ボタンを押すと確認画面に変わります。

※注文を訂正する場合、確認画面で【戻る】を押してください。

注文発注時において、「この価格以下なら買いたい、またはこの価格以上なら売りた
い。」というように、指定された価格で取引を成立させる注文手法です。
価格の限度（売りであれば下限価格・買いであれば上限価格）を示して行います。

④「価格」では売買したい価格を入力します。

⑥注文の有効期限を選びます。

買い指値注文発注

118.50

118.60

注文執行

円
安 売り指値注文発注

118.90

118.80

注文執行

円
高

注文内容を確認後、問題がなければ【注文】を押してください。
注文が発注されます。

例）今後相場が円安に進むと予想し、
118.50円以下になったら新規で買う
という注文を入れた。

例）今後相場が円安に進むと予想し、
118.50円以下になったら新規で買う
という注文を入れた。

例）今後相場が円高に進むと予想し、
118.90円以上になったら新規で売る
という注文を入れた。

例）今後相場が円高に進むと予想し、
118.90円以上になったら新規で売る
という注文を入れた。

・注文の有効期限は最長でも「今週末」
となっています。例えば今週に決済用
の指値注文を出しておき、それが今週
中に約定しなかった場合、その週末時
において当該指値注文は取り消されて
しまいますのでご注意ください。

注意事項

指値注文

指値注文の方法
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「今週中に米ドル／円が
118.50円になった時点で
10枚買う。」という注文を

発注する場合の入力例。

「今週中に米ドル／円が
118.50円になった時点で
10枚買う。」という注文を

発注する場合の入力例。



①「商品」（通貨ペア）を選択します。
②「売買」の区分にチェックを入れます。
③「執行条件」は【トリガー】にチェックを入れます。

⑤「数量」に取引枚数を入力します。

上記６点を入力後、左下の【確認】ボタンを押します。
【確認】ボタンを押すと確認画面に変わります。

※注文を訂正する場合、確認画面で【戻る】を押してください。

④「価格」では売買したい価格を入力します。

⑥注文の有効期限を選びます。

注文発注時において、通常の指値注文とは逆に「この価格以上になったら買いたい、
またはこの価格以下になったら売りたい。」というように、指定した価格以上に相場が
上昇した場合に約定させる買い注文、または指定した価格以下に相場が下落した場
合に約定させる売り注文のことです。
あらかじめ損失を限定させるためのラインを決めておくような場合によく使われます。

例）115.00円で売りポジションを保有しており、
今後、相場が円安になった場合、損失の
拡大を防ぐため、116.00円以上になったら
買い戻すという注文を入れた。

例）115.00円で売りポジションを保有しており、
今後、相場が円安になった場合、損失の
拡大を防ぐため、116.00円以上になったら
買い戻すという注文を入れた。

買いトリガー注文発注

115.00

116.00

注文執行

例）117.00円で買いポジションを保有しており、
今後、相場が円高になった場合、損失の
拡大を防ぐため、116.00円以下になったら
売り戻すという注文を入れた。

例）117.00円で買いポジションを保有しており、
今後、相場が円高になった場合、損失の
拡大を防ぐため、116.00円以下になったら
売り戻すという注文を入れた。

売りトリガー注文発注

116.00

117.00

注文執行

注文内容を確認後、問題がなければ【注文】を押してください。
注文が発注されます。

円
安

円
高

・買いのトリガー注文で実勢レートより
低い価格を示して発注した場合、当該
実勢レートで成行注文が成立します。
・売りのトリガー注文で実勢レートより
高い価格を示して発注した場合、当該
実勢レートで成行注文が成立します。
・注文の有効期限は最長でも「今週末」
となっています。例えば今週に決済用
の指値注文を出しておき、それが今週
中に約定しなかった場合、その週末時
において当該指値注文は 取り消されて
しまいますのでご注意ください。

注意事項

トリガー注文の方法

トリガー（逆指値）注文
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「本日中に米ドル／円の
相場が116.20円以下に
なった場合、10枚売る。」

という注文を発注する場
合の入力例。

「本日中に米ドル／円の
相場が116.20円以下に
なった場合、10枚売る。」

という注文を発注する場
合の入力例。



①「商品」（通貨ペア）を選択します。

②「売買」は【売】及び【買】の組み合わせになります。

③「執行条件」を各々選びます。

⑤「数量」に取引枚数を各々入力します。

上記６点を入力後、左下の【確認】ボタンを押します。

【確認】ボタンを押すと確認画面に変わります。

※注文を訂正する場合、確認画面で【戻る】を押してください。

④「価格」では希望する価格を各々入力します。

⑥注文の有効期限を各々選びます。

Ｉｆ注文（指値またはトリガー）と、そのＩｆ注文が成立した時に初めて有効となるDone注文
（指値またはトリガー）をセットで発注する注文手法です。
例えば、新規の買いポジションを保有するための注文となる買い注文（Ｉｆ注文）が約定し
た場合、次にそのポジションを決済（売り戻し）する目的で同時に売り注文（Done注文）
も発注しておきたいというような際に利用できます。

例）If Done注文を利用して、相場が115.80円になった時に新規で買うという注文（If注文）と、もし
そのIf注文が約定した場合のみ、116.20円になった時点でポジションを決済するための反対
取引用注文（Done注文）を同時に入れた。

例）If Done注文を利用して、相場が115.80円になった時に新規で買うという注文（If注文）と、もし
そのIf注文が約定した場合のみ、116.20円になった時点でポジションを決済するための反対
取引用注文（Done注文）を同時に入れた。

If注文成立
115.80で
新規買い

Done注文成立
116.20で

利益確定売り
116.20

115.80

If Done注文発注

注文執行
注文執行

注文内容を確認後、問題がなければ【注文】を押してください。
注文が発注されます。

・If Done注文については、If注文及び
Done注文の各々に証拠金が必要とな
ります。
・If Done注文ではIf注文を取り消すと
Done注文も取り消されます。
・注文の有効期限は最長でも「今週

末」となっています。例えば今週に決済
用の指値注文を出しておき、それが今
週中に約定しなかった場合、その週末
時において当該指値注文は取り消され
てしまいますのでご注意ください。

注意事項

If Done注文の方法

If Done注文
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「今週中において、米ドル／
円が115.80円になった時点
で10枚買い、もしその注文が

約定した場合に限って、次に
116.20円になった時点で同
10枚決済する。」という注文

を発注する場合の入力例。

「今週中において、米ドル／
円が115.80円になった時点
で10枚買い、もしその注文が

約定した場合に限って、次に
116.20円になった時点で同
10枚決済する。」という注文

を発注する場合の入力例。



【確認】ボタンを押すと確認画面に変わります。

④「価格」では希望する価格を各々入力します。

OCOとはOne Cancels the Other の省略形です。指値注文とトリガー注文を同時に注文
し、一方の注文が成立した場合、もう一方は自動的にキャンセルされる注文手法です。
OCO注文は保有しているポジションの反対売買として、利益を確定させる注文と損失を
限定させる注文を同時に発注したい場合に利用できます。

例）115.80円で買いポジションを保有しており、OCO注文を利用して、相場が116.20円になった
場合には利益確定用の売り指値注文（OCO1注文）を、もし115.40円以下になった場合には
ロスカット用の売りトリガー注文（OCO2注文）を同時に入れた。

例）115.80円で買いポジションを保有しており、OCO注文を利用して、相場が116.20円になった
場合には利益確定用の売り指値注文（OCO1注文）を、もし115.40円以下になった場合には
ロスカット用の売りトリガー注文（OCO2注文）を同時に入れた。

116.20

115.40
OCO2注文自動キャンセル

OCO注文発注

OCO1注文成立
116.20で利益確定売り

115.80で
ポジション保有

×

注文執行

①「商品」（通貨ペア）を選択します。
②「売買」は必ず同方向の組み合わせになります。
③「執行条件」は【指値】及び【トリガー】の組み合わせになります。

⑤「数量」に取引枚数を各々入力します。

上記６点を入力後、左下の【確認】ボタンを押します。

※注文を訂正する場合、確認画面で【戻る】を押してください。

⑥注文の有効期限をそれぞれ選びます。

注文内容を確認後、問題がなければ【注文】を押してください。
注文が発注されます。

・OCO注文では一方のOCO注文が成
立すると、もう一方のOCO注文は自動
的に消滅します。
・注文の有効期限は最長でも「今週

末」となっています。例えば今週に決済
用の指値注文を出しておき、それが今
週中に約定しなかった場合、その週末
時において当該指値注文は取り消され
てしまいますのでご注意ください。

注意事項

OCO注文

OCO注文の方法

「米ドル／円で買いポジション
を保有しているが、今週中に
116.20円になった時点で10枚
決済する、または115.40円以
下になった場合でも10枚決済

する。」という注文を発注する
場合の入力例。

「米ドル／円で買いポジション
を保有しているが、今週中に
116.20円になった時点で10枚
決済する、または115.40円以
下になった場合でも10枚決済

する。」という注文を発注する
場合の入力例。
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①「商品」（通貨ペア）を選択します。

②「売買」は同一の組み合わせとなります。
③「執行条件」は【指値】及び【トリガー】の組み合わせになります。

⑤「数量」に取引枚数を各々入力します。

上記６点を入力後、左下の【確認】ボタンを押します。

【確認】ボタンを押すと確認画面に変わります。

※注文を訂正する場合、確認画面で【戻る】を押してください。

④「価格」では希望する価格を各々入力します。

⑥注文の有効期限を各々選びます。

If Done注文とOCO注文を組み合わせた注文手法です。
If注文が約定することにより、次にDone注文としてのOCO注文が有効となる注文です。

If注文
115.50で
新規買い

116.20で利益確定売り（OCO1
注文）

116.20

115.50

114.80 ×
自動キャンセル
（OCO2注文）

IfDone OCO注文発注

注文執行
注文執行

注文内容を確認後、問題がなければ【注文】を押してください。
注文が発注されます。

例）If Done OCO注文で115.50以下になったら新規で買うという注文（If注文）と、もしIf注文が約定
したなら116.20以上になった時点で利食うための売り指値注文（OCO1注文）、114.80以下に
なった時点で損切るための売りトリガー注文（OCO2注文）を入れた。

例）If Done OCO注文で115.50以下になったら新規で買うという注文（If注文）と、もしIf注文が約定
したなら116.20以上になった時点で利食うための売り指値注文（OCO1注文）、114.80以下に
なった時点で損切るための売りトリガー注文（OCO2注文）を入れた。

・If  Done OCO注文については、If注文
及びDone注文の各々に証拠金が必要
となります。
・If Done OCO注文では、If注文を取り
消すとOCO注文も取り消されます。
・If Done OCO注文では、一方のOCO
注文が成立すると、もう一方のOCO注
文は自動的に消滅します。
・注文の有効期限は最長でも「今週末」

となっています。例えば今週に決済用
の指値注文を出しておき、それが今週
中に約定しなかった場合、その週末時
において当該指値注文は取り消されて
しまいますのでご注意ください。

注意事項

If Done OCO注文の方法

If Done OCO注文
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①「商品」（通貨ペア）を選択します。
②「数量」に取引枚数を入力します。

上記２点を入力後、左下の【次へ】ボタンを押すと以下の
画面に変わります。

売り及び買いの両方の価格が同時に提示（ツー・ウェイ・プライス）され、それら売り値
または買い値のいずれかをクリックすることによって、原則、その時点の提示価格にて
売買注文を発注し、取引を行うことになります。
例えば、日計り取引（デイ・トレーディング）を行う際など、頻繁に売買を繰り返すような
場面においては、有効な注文手法と言えましょう。

買気配をクリックすると
売り注文を発注します。

売気配をクリックすると
買い注文を発注します。

ストリーミング注文

ストリーミング注文の方法
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・発注の際には、売買方向をお間違いにならないようにご注意ください。
・注文の一部または全部が即時に約定できない場合、当該注文の残った
未約定分となる数量については、全て取り消されることになります。

注意事項



保有するポジションの全部または一部を決済するためには、当該ポジションに対して反対
取引用となる注文（買いポジションの場合は売り注文・売りポジションの場合は買い注文）
を当該ポジションと同一の数量または同数量以下にて発注します。

ポジションの
決済方法
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・「くりっく３６５」では決済時における建玉の指定を行うことができません。
また、古いポジションから順に決済が行われる、いわゆる先入先出法を
採っています。
・「くりっく３６５」では、同一通貨ペアの買いポジションと売りポジションを
同時に保有する、いわゆる両建を行うことはできません。例えば、買いポ
ジションを保有する場合、同通貨ペアの売り注文は決済用の注文となり
ます。

注意事項

米ドル／円で買いポジションを
10枚保有しており、指値注文
によりその全部を116.20円に

なった時点で決済する場合の
画面入力例。

米ドル／円で買いポジションを
10枚保有しており、指値注文
によりその全部を116.20円に

なった時点で決済する場合の
画面入力例。

売りの指値注文を
使って発注します。

売りのOCO注文を
使って発注します。

米ドル／円で買いポジションを
10枚保有しており、OCO注文
によりその全部を116.20円に

なった時点で決済する、または
115.20円以下になった時点で

決済する場合の画面入力例。

米ドル／円で買いポジションを
10枚保有しており、OCO注文
によりその全部を116.20円に

なった時点で決済する、または
115.20円以下になった時点で

決済する場合の画面入力例。



ご出金についてご出金について

※出金可能日での出金指示後、2営業日以内にお客様がご登録された預金口座に振り
込まれます。

※出金可能額は出金指示を行われた営業日の清算時に決定するため、出金指示金額
を出金可能額が下回ることにより、指示された金額全額を出金できない場合もありま
すので、ご注意ください。

※振込手数料は弊社負担になります。

※出金可能日での出金指示後、2営業日以内にお客様がご登録された預金口座に振り
込まれます。

※出金可能額は出金指示を行われた営業日の清算時に決定するため、出金指示金額
を出金可能額が下回ることにより、指示された金額全額を出金できない場合もありま
すので、ご注意ください。

※振込手数料は弊社負担になります。

出金指示の取消についてはP21をご覧下さい。

出金指示
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①「取引」タブをクリックします。①「取引」タブをクリックします。

②「出金指示」を選択します。②「出金指示」を選択します。

③「出金指示額」に金額を入力し、【確認】→【出金指示】
ボタン押せば出金指示の手続きは完了です。

③「出金指示額」に金額を入力し、【確認】→【出金指示】
ボタン押せば出金指示の手続きは完了です。



照会メニューでは、注文に係る変更・取消、過去の取引履歴や注文履歴の閲覧、現在
保有しているポジションの状況、スワップポイントの価額、証拠金の状況等のデータに
ついて参照することができます。

各照会画面の説明はP15～P29へ各照会画面の説明はP15～P29へ
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①「照会」タブをクリックします。①「照会」タブをクリックします。

②照会メニューが表示されます。②照会メニューが表示されます。

照会



変更不可能な注文変更不可能な注文

※成行・OCO・If Done・If Done OCO・ストリーミングによる注文
※注文状況において「変更受付」または「取引所受付待ち」または「取消中」と表示されて

いる注文
※既に取消を行った注文
※＊印が付いている注文

取消不可能な注文取消不可能な注文

※成行・ストリーミングによる注文
※注文状況において「変更受付」または「取引所受付待ち」または「変更中」と表示されて

いる注文
※＊印が付いている注文
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注文一覧

①「注文一覧」を選択します。①「注文一覧」を選択します。

②現在、注文中となっている注文の一覧が表示されます。②現在、注文中となっている注文の一覧が表示されます。

③注文を取り消す場合には「取消」ボタンを、内容の変更を
行う場合には「変更」ボタンを押します。

③注文を取り消す場合には「取消」ボタンを、内容の変更を
行う場合には「変更」ボタンを押します。

注文内容の変更または注文の取消は、照会メニューの「注文一覧」から行います。



現在保有しているポジション（建玉）に係る評価損益の合計額やスワップポイントの合計
額が表示されます。
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建玉一覧

①「建玉一覧」を選択します。①「建玉一覧」を選択します。

②この箇所に評価損益合計額や
スワップポイント合計額のほか、
平均約定価格と建玉数量合計
が表示されます。

②この箇所に評価損益合計額や
スワップポイント合計額のほか、
平均約定価格と建玉数量合計
が表示されます。

③現在保有している建玉の詳細が表示されます。③現在保有している建玉の詳細が表示されます。



現在までの注文履歴が表示されます。
対象日付や注文種別、注文受付番号による過去の注文履歴の絞込検索も可能です。
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注文履歴

①「注文履歴」を選択します。①「注文履歴」を選択します。

③対象日付で指定した期間における注文の履歴が表示されます。③対象日付で指定した期間における注文の履歴が表示されます。

②日付や通貨ペア別により絞り込めます。②日付や通貨ペア別により絞り込めます。



現在までの約定履歴(取引履歴）が表示されます。
対象日付や注文種別、注文受付番号による過去の注文履歴の絞込検索も可能です。
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約定履歴

③対象日付で指定した期間において約定した取引の詳細が
一覧で表示されます。

③対象日付で指定した期間において約定した取引の詳細が
一覧で表示されます。

①「約定履歴」を選択します。①「約定履歴」を選択します。

②対象日付で指定された価格の
合計が表示されます。

②対象日付で指定された価格の
合計が表示されます。



現在の証拠金の状況が表示されます。

取引時間終了後において、証拠金不足等により上記未払手数料をお客様の証拠金預託額から差し引くこ
とができなかった場合、その未収となった手数料の合計額です。

手数料未収金額

前日以前にお客様の証拠金預託額から差し引くことができなかった手数料、及び本取引日において約定
が成立し、取引時間終了後の値洗い時点まで支払いが猶予されている手数料の合計額です。

発注中注文に付いての手数料：未払い手数料として余力等を拘束しません。

約定済みの手数料：未払い手数料として余力等を拘束します。

未払手数料

反対売買により確定した損益のうち、決済日を迎えていない、証拠金預託額に反映される前の金額です。決済損益予定額

保有するポジションに対するスワップポイントの累積金額SP相当額

保有するポジションに対する現在のレートの仲値との差で算出される、現時点での為替差損益です。評価損益相当額

現在、注文中となっている新規ポジションに必要となる証拠金額です。発注証拠金額

弊社が定めた、現在のポジションを維持するために必要な証拠金額です。必要証拠金額

有効証拠金額を必要証拠金額で除した比率で、この率が100％未満になると証拠金不足が発生します。有効比率

前取引日終了後の値洗い時点での証拠金不足額です。前日証拠金不足額

お客様が出金を依頼している金額です。出金指示額

証拠金預託額または発注可能額の少ない方の金額（出金可能額は出金指示額を差し引いた額）です。出金可能額

お客様が当日入金した総額です。当日入金額

有効証拠金額から必要証拠金額・発注証拠金額を差し引いた額です。

但し、評価益及びSP相当益分を加味しない場合には、未決済差金（評価損益相当額、SP相当額）を合算
した数値が正の場合はその数値を上記の式から差し引きます。

発注可能額

証拠金預託額から、評価損益・SP損益・決済損益予定額・未払手数料を加減算した額です。有効証拠金額

預託されている証拠金の総額（当日入金額を含む総額）です。証拠金預託額

証拠金状況

ヘルプをクリックすると
用語の説明を閲覧する
ことができます。

ヘルプをクリックすると
用語の説明を閲覧する
ことができます。
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入金状況・
入出金履歴
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④科目や入出金、対象
日付による過去の入
出金履歴の絞込検索
も可能です。

④科目や入出金、対象
日付による過去の入
出金履歴の絞込検索
も可能です。

①「入金状況」を選択します。①「入金状況」を選択します。

③過去における入出金の履歴をご覧になりたい
場合には、「入出金履歴」を選択します。

③過去における入出金の履歴をご覧になりたい
場合には、「入出金履歴」を選択します。

当日のご入金状況や過去14ヶ月分のご入出金履歴を照会することができます。

②当日の入金状況が
表示されます。

②当日の入金状況が
表示されます。
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①「出金指示照会」を選択します。①「出金指示照会」を選択します。

③出金指示を取り消す場合は【取消】をクリックしてください。③出金指示を取り消す場合は【取消】をクリックしてください。

①「相場表」を選択します。①「相場表」を選択します。

出金指示照会
・相場表

②出金指示内容が
表示されます。

②出金指示内容が
表示されます。

②対象日付や商品による
絞込検索もできます。

②対象日付や商品による
絞込検索もできます。

過去14ヶ月分の出金指示状況の照会と出金指示の取消が可能です。

「始値」・「高値」・「安値」・「直近約定値」・「スワップポイント」・「取引数量」の
履歴が表示されます。
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「運用カレンダー」を選択します。「運用カレンダー」を選択します。

「商品情報」を選択します。「商品情報」を選択します。

運用カレンダー
・商品情報

取引所の運用情報 と商品別の運用情報がカレンダー形式で表示され
ます。

取扱商品の「取引単位」・「刻み値」・「必要証拠金」・「証拠金基準額」が
表示されます。



①取引報告書
②建玉報告書
③証拠金残高報告書・入出金明細書

※毎年１月に当社より「年次取引報告書」をお送りいたします。確定申告などの際には
そちらをご利用下さい。

帳票の種類帳票の種類

※帳票を見るためには「Adobe Reader 6.0」
以上が必要になります。

帳票
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①「帳票」を選択します。①「帳票」を選択します。

②帳票種別や対象帳票、
対象日付による絞込検
索が可能です。

②帳票種別や対象帳票、
対象日付による絞込検
索が可能です。

③ここをクリックすると、各帳票をPDF
ファイル形式で閲覧できます。

③ここをクリックすると、各帳票をPDF
ファイル形式で閲覧できます。

過去１４ヶ月まで遡り、各種帳票を閲覧することができます。



設定
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「設定」を選択します。「設定」を選択します。

お客様が登録されている電子メールアドレスやパスワードの変更ができます。

パスワードの変更後、パスワードを失念された場合やパスワード試行回数上限
エラー（３回）などのエラーが発生した場合には、裏面に記載しております弊社
サポートセンターまでご連絡下さい。
尚、パスワードの再発行は、配達記録郵便にて送付させていただきます。如何
なる場合においても、電話や電子メール等でお伝えすることはございませんの
で、あらかじめご了承いただきますようお願いいたします。



システム障害の発生状況や取引ルールの変更等に関するお知らせが届きます。

重要事項等、弊社からお客様へのお知らせが届きます。

約定通知、ロスカット、アラート通知等が届きます。

注文受付開始・終了のお知らせが届きます。

お知らせ
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②①

③ ④

「お知らせ」を選択します。「お知らせ」を選択します。

弊社や取引所からのメッセージ等を閲覧することができます。



ばんせい証券株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第148号
加入協会： 日本証券業協会 (会社コード0281)

社団法人 金融先物取引業協会 (会員番号1088) 

０１２０-７０５－３６５

受付時間 ： 08：00～20：00 （平日のみ）

E-Mail    ： c365＠ｂａｎｓｅｉ‐ｓｅｃ.ｃo.ｊｐ

くりっく３６５サポートセンター


